
＜莫文法超基礎＠＞ Lv.***六食対急：中2·3~
田 but
( A bl,(t B で rl. .J r 2. _.の意昧になリ語・句・節を結び‘
つけ、前で述べ‘た内容逗揺心とが記 lこくるが、意昧の重年 Bにあ否。

l rwent加 see ken1 加t he w四 out
私はサンに会いに＼＼昇たが、彼は出力‘けてい亙

ｮnot A(,) 血 B で r3. 」の意lこなさ。
lIm 郡dying面玉ch, bwt f:ngllsh. r私はフランス望ではな＜英語を

知強してほ5.J

回 so ・for
• A, so B :,.ク．J苓

— 
She  had a. fever-, so she  went to 
破如ま熱があったので病院へ行素：J

(i\. hospc諏I.

• A ~ for B : r 6. .J 

→for尋這べたことの理由や判断の瑕拠を補足的につけ加え否。
I 蛤ls|eepy)for l sねy叫 u(a記 l写疇t.

r 私は眠たい。と＼＼うのは麟夜甘ガしをした葬怠

X命rIぉ改ま某表現で．堅戊で使われる．
→理由を表す接続詞としては（7 ）の方が使われ~!

、X-· SO., for(]) いずれも (8. )では用いられない．I
• rootふ知ので、 XX総」という文をイ為l這 b四殴埓認を使う。

国 hOt" I~ついて
norは rnot +Or..Jで (9. ) + A, tor B の形で•
r 10. ...1の意昧（認溶。 ご仔置と心．l
→ norの後ろに加認場合は（ II. )にな~!

I dont（廂 chee妥J nor does she. 
r 私 lさチーズがおさでないし｛挺tも好きではないJ



回and· or· 血を使た重季表現
( (l2.): r(3.-'  

5hecan 羹函 both EngIish anol Fぽ吐
r~皮せは 語•とフランズ語の両方話せ恣J

®(I午． ) ~ rls. 」

We can choose e油er rice or bぼol.
r 私たちはライズガ l＼゜ンのどちら力‘を磋ぺ‘歪

ｮ(l6.)  :r17. 
= (18.)  

」

工\ike nef柏er rmth nor- science. 「私は殺学も理和も
= I dont l i足 e'折げ ma柏 or St1etlce. 日ちら綸て屯＼t

ｮ(Iq 

= (2(. 

) : r勾．
」

ヽ
｀
＇
／

She can 呼k not only匹幽 bぽ a|の伍nch.
= She co.nsp碑三四晦1|as 祠蘊
遼謬葵語おけでなくフランス語も話誌J

回鰤司の形
( both A and B• （四．）脚＼
疇~ wrong. 彼a私の両方法滓ちが迄芍啜

＠こ：r 江誓入唸ふ勺。ra（悶門（お． ）に合わ唸．（
Ne咄er 丁omnor 犀平坦哭孜~ here. r昆も疇もここに直立

ｮ B 匹 well 廷 A → （泣 ）（涎わせ~!
叫四 we(| 硲 I are wrong・ 私だけでなく麟たもま迄て点
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